
す
る
。
そ
の
う
ち
、
第
懸
．
第
五
は
雑
誌
「
歴
史
と
地
理
」
に
連
載

さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
本
文
に
約
百
頁
に
及
ぶ
註
記
と
、
三

＋
通
の
史
料
、
夏
に
参
考
文
獄
、
使
節
の
省
像
議
、
使
節
族
穐
表

を
附
せ
ら
れ
て
み
る
。
諸
所
に
挿
入
せ
ら
れ
た
八
十
葉
の
圖
版
、

各
箇
に
組
込
ま
れ
た
る
著
者
自
筆
の
ス
ク
ツ
チ
、
滲
考
綴
の
多
撒

は
、
流
麗
な
る
文
と
粗
倹
ち
四
六
版
，
四
百
六
十
鯨
頁
の
大
冊
の

讃
了
に
些
か
の
俗
謡
を
壁
え
し
め
す
、
精
細
に
、
而
も
興
味
の
中

に
理
解
に
導
く
で
あ
ら
・
ノ
。

　
使
館
の
踏
破
の
地
は
み
な
宗
教
と
美
衛
の
淵
叢
で
あ
っ
た
。
使

節
の
接
鰯
…
せ
る
フ
ェ
リ
ペ
ニ
冊
画
、
グ
レ
ゴ
リ
ヨ
十
三
世
、
シ
ス
ト

五
世
み
な
世
界
史
上
著
名
の
人
物
で
あ
、
る
。
年
若
く
、
感
受
せ
ら

れ
易
き
使
箭
等
に
よ
っ
て
我
國
文
化
に
齋
ら
さ
れ
た
で
あ
ら
う
直

接
、
間
接
の
、
精
動
的
、
物
質
的
の
影
響
は
著
し
い
も
の
で
あ
ら

ね
ば
な
・
ら
ぬ
。
近
世
日
本
の
　
暁
鐘
と
出
口
へ
る
。

　
使
節
後
記
に
蓮
べ
ら
れ
た
る
二
上
等
の
閥
白
秀
吉
へ
の
謁
見
、

ワ
リ
ニ
ヤ
ー
二
面
の
前
記
三
侯
家
訪
問
の
如
き
、
二
丁
研
究
者
の

知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
事
で
あ
ら
う
も
、
更
に
四
使
節
等
の
後
牟
世
の

節
と
切
支
丹
の
終
末
と
を
考
へ
る
事
は
夏
に
心
惹
く
も
の
が
あ
ら

　
　
　
　
　
細
　
　
　
　
介

う
ひ　
近
世
日
本
が
世
界
史
の
舞
肇
に
フ
ッ
ト
ラ
づ
ト
を
浴
び
た
花
や

か
な
姿
を
、
劇
的
昂
奮
と
、
清
朗
な
る
情
感
の
中
に
理
解
す
る
事

を
得
る
を
娩
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（
西
六
版
、
五
・
五
〇
、
東
京
岩
波

書
店
）
〔
寺
尾
〕

⑳
律
令
の
研
究

瀧
川
政
次
郎
著

　
著
者
は
嘗
て
日
本
法
制
史
、
同
赴
會
愛
、
歴
史
と
耽
會
組
織
の

諸
篇
を
獲
表
し
て
種
々
論
題
を
提
供
さ
れ
た
。
今
本
書
に
接
す
る

時
、
其
等
の
華
々
し
さ
を
記
憶
す
る
者
に
は
奇
異
の
感
を
な
す
程

異
る
方
面
の
研
究
を
積
ん
で
を
ら
れ
る
。
地
味
な
然
し
充
秘
し
た

基
礎
工
事
に
も
比
す
べ
き
こ
の
双
極
は
勤
象
の
無
味
な
る
べ
き
に

拘
ら
す
讃
者
を
強
く
惹
き
つ
け
る
。
こ
れ
は
本
書
が
諸
論
文
を
明

確
な
る
方
針
に
よ
っ
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
各
節
設
立
の

内
容
を
有
ち
然
も
全
腱
と
し
て
｝
系
列
を
な
す
て
凶
構
造
か
ら
も

來
て
る
よ
う
。
内
容
は
総
前
郷
↓
編
本
邦
律
令
の
沿
革
、
第
二
六

日
唐
律
令
の
比
較
研
究
、
第
三
編
新
古
律
令
の
比
較
研
究
、
酒
桶

編
律
令
逸
文
の
研
究
及
び
附
録
と
し
て
第
一
律
令
の
柄
搬
訟
、
第
二

　
　
　
　
　
　
第
十
七
巷
　
第
】
號
　
　
一
三
七

（　IS7　）



　
　
　
　
　
紹
　
　
、
　
織

子
霜
眉
延
喜
式
紙
背
の
律
断
簡
、
第
三
酋
域
萬
土
の
庸
声
量
片
、

第
四
蒸
焼
毘
開
元
律
疏
残
篇
、
第
五
諸
々
如
律
令
の
諸
君
よ
り
成

り
、
此
等
は
三
章
を
除
い
て
大
正
十
二
年
七
月
以
降
の
遺
作
を
．
四

容
と
し
て
み
る
。
論
文
集
と
し
て
各
章
に
充
實
す
る
特
色
を
有
ち

そ
れ
を
全
膿
的
に
整
序
し
て
試
み
易
か
ら
し
め
た
用
意
に
謝
意
を

表
し
た
い
。

　
第
一
篇
は
律
禽
の
厩
念
に
就
い
て
、
律
令
の
原
義
、
語
義
、
格

式
と
の
關
諸
等
の
根
本
概
念
を
吟
味
し
、
近
江
律
令
以
下
捌
定
律

令
及
ぴ
令
絡
に
至
る
律
令
編
纂
史
の
簡
明
な
る
叙
蓮
で
あ
る
。
著

者
は
本
編
を
以
て
後
の
三
，
四
編
の
研
究
の
意
義
の
理
解
へ
の
補

助
と
さ
れ
る
が
、
一
般
唖
者
は
史
料
集
な
る
後
の
二
篇
よ
り
も
本

編
に
興
味
を
感
じ
る
で
あ
ら
う
。
上
蓮
聴
聞
題
に
就
い
て
よ
く
先

人
の
説
を
あ
げ
て
批
判
し
、
自
己
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
み
る

が
，
各
章
節
を
立
て
・
簡
明
な
る
三
嘆
法
は
自
ら
談
者
の
心
を
と

ら
へ
自
然
律
令
制
定
実
に
つ
い
て
の
概
念
を
得
し
め
る
。
博
捜
さ

れ
弛
史
料
の
自
霞
な
る
駆
使
に
も
此
方
面
に
於
け
る
著
者
の
造
詣

を
思
は
せ
る
。
手
堅
い
研
究
の
成
果
で
あ
る
故
に
断
く
要
領
よ
く

整
序
さ
れ
た
の
で
も
あ
ら
う
。
爾
全
禮
と
し
て
漢
籍
に
よ
る
比
較

　
　
　
　
　
　
鑑
十
七
巻
　
策
｝
號
　
　
＝
二
入

研
究
に
力
を
そ
・
が
れ
て
る
る
事
は
律
令
研
究
上
當
然
の
事
で
は

あ
る
が
著
者
の
努
力
に
注
意
さ
れ
る
。
第
二
編
は
西
域
出
土
の
麿

職
宮
令
断
片
と
爾
本
能
の
精
密
な
る
比
較
研
究
及
ひ
唐
紅
（
開
元

禮
）
と
底
本
令
の
關
係
に
就
い
て
ゴ
あ
る
が
、
律
令
研
究
上
最
も

重
大
問
題
を
ふ
く
む
斯
る
方
面
の
基
礎
づ
け
に
多
く
員
ふ
所
が
あ

ら
う
。
殊
に
唐
禮
が
我
か
令
に
於
い
て
多
く
取
容
れ
ら
れ
あ
る
事

を
指
摘
し
て
古
代
法
上
の
重
大
な
問
題
を
提
爵
し
て
み
る
。
此
は

閣
題
と
し
て
議
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
三
篇
は
第
一
章
新
古

律
の
比
較
に
於
て
嘗
て
故
三
浦
博
士
と
の
論
職
を
集
め
ね
外
、
新

古
令
の
比
較
は
令
集
解
，
績
紀
等
に
よ
っ
て
町
費
養
老
二
令
の
異

文
を
集
成
せ
る
も
の
，
第
四
編
律
令
逸
丈
の
研
究
と
共
に
最
も
墓

礎
的
の
勢
作
で
あ
る
。
斯
か
る
事
に
カ
を
致
し
て
七
三
に
寄
與
さ

る
・
所
多
き
は
永
く
記
憶
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
爾
斯
様
の
一
三

に
よ
っ
て
成
さ
れ
た
上
記
諸
論
文
の
考
謹
が
多
く
明
確
さ
を
三
つ

事
も
首
肯
せ
ら
れ
る
。
禽
著
者
は
絡
式
の
研
究
を
も
嚢
表
さ
る
、

用
意
あ
わ
と
聞
く
。
彌
々
讐
闘
を
所
り
、
先
づ
學
界
に
三
三
す
る

所
多
き
本
書
を
一
般
に
紹
介
し
て
蕪
辮
を
綴
る
。
（
藤
）
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